
、
国
民
之
友
、
に
表
れ
た
同
志
社

1
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」
発
表
の
頃
ま
で
ー

あ
あ
、
『
国
民
之
友
」
読
ま
れ
た
り

内
田
魯
庵
は
、
著
書
『
お
も
ひ
出
す
人
々
』
の
中

で
、
「
徳
富
一
鮴
峰
は
『
将
来
之
日
本
』
を
ひ
っ
さ
げ
て

故
山
か
ら
上
っ
て
帝
都
の
論
壇
に
突
入
し
、
続
い
て

『
国
民
之
友
』
を
創
刊
し
て
文
名
隆
々
天
下
を
圧
す
る

勢
ひ
が
あ
っ
た
。
當
時
の
青
年
は
皆
其
風
を
望
ん
で

蘇
峰
に
傾
倒
し
、
『
国
民
之
友
』
は
殆
ど
天
下
の
愚

界
に
号
令
す
る
観
が
あ
っ
た
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

徳
富
猪
一
郎
が
平
民
主
義
を
掲
げ
て
明
治
二
十
年

二
月
に
発
行
し
た
『
国
民
之
友
』
は
、
こ
の
よ
う
に

江
湖
の
大
歓
迎
を
受
け
、
発
売
当
初
か
ら
全
国
に
渡

つ
て
圧
倒
的
な
影
響
力
を
収
め
た
。
こ
の
成
功
に
勢

大
越
哲
仁

い
を
得
た
蘇
峰
・
猪
郎
は
、
同
誌
の
巻
頭
社
説
群

や
時
事
欄
に
堂
々
と
恩
師
新
島
襄
や
同
志
社
の
記
事

を
掲
げ
な
が
ら
「
余
は
平
生
新
島
先
生
に
恩
義
を
感

じ
、
何
時
か
は
報
い
る
機
会
の
あ
る
べ
し
と
考
へ
て

た
が
、
今
や
そ
の
機
会
の
到
来
し
た
る
を
認
め
た
」

い(
『
蘇
峰
自
伝
」
)
と
し
て
、
新
島
を
助
け
て
同
志
社
大

学
設
立
運
動
に
尽
力
し
た
。
そ
の
時
、
『
国
民
之
友
』

は
、
新
島
襄
と
同
志
社
の
名
を
天
下
に
知
ら
し
め
す

重
要
な
媒
体
の
一
っ
に
な
っ
た
。

行
の
国
民
之
友
』
第
十
七
号
に
『
福
沢
曹
君
と

新
島
襄
君
』
と
い
う
巻
頭
社
説
が
掲
げ
ら
れ
て
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ま
で
の
新
島
は
、
全
国

的
に
は
、
政
府
高
官
や
宗
教
家
教
育
家
等
限
ら

れ
た
人
々
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
(
一
鮴
峰
著
『
我
が
交
遊
録
』
等
参
照
)
。
こ
の

社
説
で
、
新
島
は
、
す
で
に
教
育
事
業
で
成
功
し
た

福
沢
と
共
に
「
明
治
年
間
教
育
の
二
大
主
義
を
代
表

す
る
L
 
人
で
あ
り
、
泰
西
文
明
の
「
二
大
原
素
」
輸

入
の
案
内
者
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
福

沢
は
"
物
質
的
知
識
の
教
育
L
 
の
代
表
者
で
あ
り
、

彼
に
ょ
っ
て
泰
西
の
物
質
的
知
識
上
の
文
明
は
日
本

に
案
内
さ
れ
、
一
方
、
新
島
は
「
精
神
的
道
徳
の
教

育
」
の
代
表
者
と
し
て
、
泰
西
の
精
神
的
道
徳
の
文

明
を
ま
さ
に
案
内
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
。
し
か
も
、

こ
の
社
説
で
は
、
物
質
上
の
文
明
は
、
い
わ
ゆ
る
文

明
の
「
花
L
 
で
あ
り
、
い
か
に
美
麗
便
利
で
も
、

そ
の
根
抵
(
精
神
的
道
徳
の
文
明
)
を
移
し
持
っ
て

来
て
こ
れ
の
溜
養
を
し
な
け
れ
ぱ
「
一
朝
に
し
て
枯

死
」
す
る
と
説
き
、
新
島
の
事
業
の
一
日
も
早
い
成

就
を
祈
念
し
て
い
る
。
こ
の
社
説
を
読
ん
だ
人
々
は
、

あ
の
福
沢
諭
吉
と
並
ぶ
教
育
者
と
し
て
新
島
襄
の
存

在
を
強
く
覚
え
た
に
違
い
な
い
。

論
説
発
表
の
数
日
後
蘇
峰
は
新
島
に
書
簡
を

新
日
本
の
二
先
生

お
よ
そ
日
本
国
中
の
人
々
が
新
島
襄
の
名
を
知
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
一
年
三
月
二
日
発
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送
り
、
「
端
緒
を
開
く
心
づ
も
り
で
、
先
生
の
教
育
主

義
と
福
沢
君
の
主
義
と
を
対
照
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
福
沢
君
の
主
義
に
は
不
満
不
足
不
同
意
の
点

山
々
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
反
駁
す
れ
ば
、
議
論
は

党
派
的
に
流
れ
、
読
者
の
感
覚
を
悪
く
す
る
よ
う
な

こ
と
に
な
っ
て
は
ま
ず
い
と
思
い
、
で
き
る
だ
け
公

平
平
穏
に
い
た
し
ま
し
た
。
」
(
森
中
章
光
著
『
新
島

先
生
と
徳
富
麻
峰
』
)
と
書
き
、
な
お
、
新
島
や
同
志

社
の
事
を
『
国
民
之
友
』
誌
上
で
"
続
々
論
書
す
る

積
も
り
に
御
座
候
L
 
と
伝
え
た
。

人
民
の
手
に
依
る
私
学
・
同
志
社

そ
の
言
葉
通
り
、
蘇
峰
は
、
次
号
の
第
十
八
号
(
三

月
十
六
日
発
行
)
に
『
私
立
大
学
』
を
掲
載
し
た
の

を
手
は
じ
め
に
、
『
国
民
之
友
』
誌
上
に
続
々
と
新
島

同
志
社
に
関
す
る
記
事
論
説
を
掲
げ
た
。

ま
ず
、
『
私
立
大
学
』
で
蘇
峰
は
、
「
官
立
の
学
校

は
、
多
く
は
官
吏
を
製
造
す
る
の
機
械
と
な
り
果
て

た
り
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、
人
民
の
手
に
ょ
っ

て
一
個
の
私
立
大
学
さ
え
も
な
い
の
は
、
日
本
人
民

の
一
大
恥
辱
で
あ
る
、
と
嘆
き
、
「
教
育
と
は
唯
だ
書

を
読
み
、
学
を
修
め
、
利
巧
者
に
な
る
迄
の
事
な
り

と
極
ま
り
た
る
今
日
に
於
て
は
、
独
立
自
治
の
生
面

を
開
き
、
仰
い
て
天
に
槐
ぢ
ず
、
佑
し
て
人
に
柞
じ

ず
、
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
を
養
成
す
る
の

私
立
学
校
は
殊
に
必
要
と
す
る
に
非
ず
や
同
志
社

英
学
校
長
新
島
襄
君
之
れ
を
思
ふ
こ
と
久
し
し
と
、

新
島
の
教
育
思
想
の
一
端
を
披
露
し
て
彼
の
私
立
大

学
設
立
運
動
に
対
す
る
賛
意
を
示
し
た
。
そ
の
頃
日

本
に
あ
っ
た
大
学
は
二
年
前
(
明
治
十
九
年
)
に

東
京
大
学
か
ら
改
称
さ
れ
た
帝
国
大
学
だ
け
で
あ

り
、
そ
れ
も
、
そ
れ
ま
で
の
欧
米
文
化
の
移
植
に
努

め
た
「
啓
蒙
的
色
彩
」
か
ら
「
国
家
の
須
要
に
応
ず

る
学
術
技
芸
」
の
教
授
・
攻
究
を
目
的
と
す
る
、
官

吏
養
成
が
重
要
な
任
務
に
変
わ
っ
て
い
た
(
『
日
本
近

現
代
史
小
辞
典
』
角
川
書
店
)
。
だ
か
ら
、
平
民
主
義

の
旗
下
に
集
っ
た
『
国
民
之
友
』
の
読
者
は
、
こ
の

私
立
大
学
』
の
記
事
に
真
の
教
育
の
意
味
を
感
じ
取

つ
た
に
違
い
な
い
。

『
私
立
大
学
』
の
記
事
が
で
て
一
週
間
を
待
た
ず
、

都
下
の
有
力
な
新
聞
(
時
事
報
知
毎
日
他
)
や

雑
曹
、
同
志
社
英
学
校
の
紹
介
と
、
そ
の
大
学
設

立
運
動
を
支
持
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
(
二
十
一

貝
東
京
で
都
下
の
有
力
新
聞
雑
誌
記
者
を
招
い
て

同
志
社
主
催
の
夜
会
が
開
か
れ
た
折
り
、
金
森
通
倫

が
彼
ら
に
同
志
社
へ
の
支
持
を
訴
え
た
演
説
の
紹
介

記
事
)
。
こ
の
報
道
は
、
帝
都
に
大
変
な
評
判
を
呼
ん

だ
。
蘇
峰
は
、
新
島
に
、
「
東
京
致
る
処
同
志
社
大

学
の
評
判
あ
り
。
し
と
報
告
し
、
「
今
度
も
し
も
国
民

之
友
出
で
ば
、
そ
の
評
判
全
国
に
蔓
延
仕
る
可
し
と

存
じ
候
。
し
と
書
き
送
っ
た
(
森
中
章
光
著
前
掲
書
)
。

そ
の
時
、
一
無
峰
は
、
『
国
民
之
友
』
次
号
に
こ
の
時
の

金
森
の
演
説
(
『
同
志
社
の
規
模
及
び
目
的
』
)
を
掲

げ
、
自
ら
も
、
一
大
論
説
を
論
述
す
る
つ
も
り
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
人
民
の
手
に
依
り
て
成
立
す
る
大

学
』
が
そ
れ
で
同
誌
第
十
九
号
(
四
月
六
日
発
行
)

に
巻
頭
社
説
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
説
は
、

現
今
の
「
我
邦
」
に
欠
乏
し
て
い
る
も
の
を
、
「
精
神

元
気
L
上
、
「
道
徳
口
伽
行
L
上
の
も
の
、
つ
ま
り
、
極

械
的
の
知
識
、
で
は
な
く
て
優
械
的
の
知
識
を
運

用
す
る
所
の
精
神
」
と
し
て
、
こ
の
社
会
の
需
要
を

満
た
す
事
業
こ
そ
同
志
社
大
学
に
望
む
も
の
で
あ
る

と
断
言
し
、
同
志
社
大
学
の
設
立
は
、
「
一
個
人
一
党

派
の
人
に
ょ
っ
て
成
立
す
可
き
も
の
に
あ
ら
ず
、

)し

や
し
く
も
新
日
本
を
扶
殖
せ
ん
と
す
る
人
民
は
皆
心

を
合
わ
せ
、
力
を
併
せ
て
、
之
を
翼
賛
す
る
に
於
て
、

遅
疑
す
可
べ
き
事
に
非
ざ
る
を
信
ず
し
、
と
続
け
て
、

最
後
に
「
嵯
呼
冑
治
の
教
育
を
欲
す
る
人
は
、
之
を

賛
成
せ
よ
、
人
心
の
腐
敗
を
憂
ふ
る
人
は
、
之
を
賛

成
せ
よ
、
(
中
略
)
我
が
新
日
本
を
建
設
し
、
国
家
人
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申込金額

r国民の友」記載分

同志社大学義損金申込者数内訳

(明治21年12月7

10銭

15~20銭

25~30銭

40~50銭

60~90銭

1円

1.5~ 5円

6 ~9.5円

10円以上

合計
込件数

388

258

138

17フ

8

255

153

3

39

(申込金額男ID 、,

日~明治22年12月22日までの一部、リ

分"区

団体

教会関係学校関係その他

個

男

334

219

122

166

5

231

135

32

人

23

6153 71419 1245

復刻版国民の友(明治文献)によって著者がまとめた.

集計ヌ寸象は,35,36,37,38,40,41,45,47,48,49,50,51,57,61,

67,68の各号である.資料に欠番があったことと,せっかく資料があって

も印刷品質によって判続不可能な文字があり,これらの理由で大学設立運

動当時に同誌、に記載されたすぺての人を集計する事が出来なかった.しか

し,全体の傾向は本表よって知ることが出来ると考える.

団体名と個人名併記者は個人として数えた.

* 1 :

*2

女

口個人男子■個人女子

一Ⅱ6-

*3

2

2

200

5

(申込金額)

個人義金申込者分布

2

合計

W
銭

円
円
以
上

6
 
1
 
.

.
 
1
 
5

1
円

釦
銭
S
卯
銭

O
S
驗
銭

舗
1
0
銭

父
数
)

巧
1
知
銭

3
9
4
1
1
2
0

5
 
3
 
1
 
1
 
2
 
1

2
 
8



民
の
不
朽
生
命
を
保
持
せ
ん
こ
と
を
熱
心
す
る
人

は
、
之
を
賛
成
せ
よ
、
真
理
を
愛
し
平
和
を
愛
し
、

進
歩
を
愛
す
る
人
は
之
を
賛
成
せ
よ
。
」
と
締
め
く
く

つ
た
。
同
志
社
大
学
設
立
運
動
は
、
正
に
、
京
都
の

一
私
学
の
問
題
と
し
て
で
な
く
、
日
本
全
体
の
為
の

事
業
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」
と
菱
金

そ
の
後
も
『
国
民
之
友
』
に
は
、
新
島
が
四
月
に

行
っ
た
知
恩
院
に
お
け
る
演
説
(
第
二
十
一
号
『
私

立
大
学
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
旨
意
京
都
府
民
に
告
グ
』
)

や
、
七
月
の
大
隈
邸
で
の
有
力
者
と
の
懇
談
会
の
記

事
(
第
三
十
三
号
『
同
志
社
大
学
』
)
が
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
脈
峰
は
、
病
身
に
鞭
打
っ
て
大
学
設
立
運

動
の
為
東
奔
西
走
す
る
新
島
の
指
示
、
添
削
を
受
け
、

我
が
国
の
教
育
史
上
傑
出
し
た
名
文
「
同
志
社
大
学

設
立
の
旨
意
L
 
を
起
草
し
た
。
こ
の
「
旨
意
」
は
、

新
島
襄
の
名
で
同
年
十
一
月
七
日
を
も
っ
て
全
国
の

主
要
な
新
聞
雑
誌
上
に
一
斉
に
掲
載
さ
れ
、
各
新
聞

雑
誌
社
は
挙
っ
て
同
志
社
大
学
義
損
金
募
集
の
任
に

当
た
っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
同
志
社
諸
学
校
に
在

籍
中
の
「
約
一
千
名
の
」
教
職
員
学
生
は
、
全
国
に

ち
ら
ぱ
る
校
友
と
共
に
必
死
の
努
力
で
父
兄
親
戚
に

訴
え
、
ま
た
、
全
国
の
組
合
教
会
員
も
こ
れ
と
呼
応

し
て
義
損
金
募
集
に
努
め
た
(
湯
浅
興
=
『
新
島
襄

傅
』
)
。
『
国
民
之
友
」
も
第
三
十
四
号
(
十
一
月
十
六

日
発
行
)
に
賛
同
記
事
と
共
に
こ
れ
を
掲
げ
、
義
損

金
の
受
付
を
開
始
し
た
。

こ
の
義
損
金
の
申
込
者
の
名
は
都
度
受
付
紙
誌

上
に
記
載
さ
れ
た
が
、
『
国
民
之
友
』
上
に
記
載
さ
れ

た
人
数
は
、
筆
者
が
確
認
で
き
た
範
囲
だ
け
で
も
千

四
百
人
を
越
す
。
そ
の
金
額
別
申
込
者
の
内
訳
を
表

に
示
す
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
全
体
の
七
割
が
一
円

未
満
の
寄
付
者
で
あ
り
、
十
銭
の
寄
付
者
が
三
割
も

い
る
。
こ
れ
は
、
同
志
社
大
学
設
立
運
動
が
当
時
の

日
本
で
、
い
か
に
広
く
一
般
の
人
達
か
ら
支
持
支

援
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
証
左
で
あ
ろ
う
。
ニ
、
三
、

例
を
示
せ
ぱ
、
長
崎
の
第
五
高
等
中
学
校
の
学
生
三

十
四
名
が
十
銭
十
五
銭
と
出
し
合
っ
た
例
(
第
四

十
五
号
)
、
上
州
の
小
学
三
年
生
と
四
年
生
の
女
の
子

が
並
ん
で
三
十
銭
、
二
十
銭
と
寄
付
し
た
例
(
第
五

十
号
)
、
と
り
わ
け
、
福
島
県
の
福
島
、
中
村
、
若
松

白
川
各
監
獄
の
職
員
合
計
九
十
四
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

十
五
銭
十
銭
と
義
損
金
を
捻
出
し
た
例
(
第
五
十

七
号
)
は
、
当
時
の
彼
ら
の
社
会
的
地
位
と
常
時
接

す
る
相
手
を
考
え
る
と
き
、
彼
ら
が
、
「
国
の
良
心

と
も
い
う
べ
き
人
々
を
養
成
せ
ん
と
欲
す
る
同
志

社
を
信
じ
、
熱
く
望
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

と
筆
者
は
確
信
す
る
。

以
上
、
『
国
民
之
友
、
に
表
れ
た
同
志
社
を
大
学
設

立
の
旨
意
発
表
の
頃
ま
で
に
限
っ
て
眺
め
て
み
た
。

現
在
の
我
々
は
、
同
志
社
大
学
を
京
都
の
有
名
私

学
と
し
て
の
み
捉
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
大
学
設
立

運
動
当
時
日
本
中
の
人
々
が
信
じ
、
願
っ
た
の
は
、

帝
国
大
学
に
対
時
し
、
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人

物
の
養
成
を
行
う
、
人
民
の
大
学
と
し
て
の
同
志
社

だ
っ
た
。

同
志
社
人
た
る
我
々
は
、
百
年
前
の
『
国
民
之
友
』

読
者
の
願
い
を
深
く
心
に
刻
ん
で
、
日
々
の
生
活
を

送
り
た
く
思
い
ま
す
。

(
.
九
八
四
年
大
学
法
学
部
卒
業

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社
勤
務
)
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夢
の
途
中
で

宵
っ
ぱ
り
で
朝
寝
坊
の
私
た
ち
に
育
て
ら
れ
た
せ

い
で
、
昼
寝
は
夕
方
に
な
っ
て
か
ら
す
る
も
の
だ
と

思
い
込
ん
で
い
た
二
歳
の
息
子
は
、
そ
の
日
も
、
検

察
庁
に
来
る
途
中
で
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

こ
ん
な
格
好
で
喜
び
を
表
わ
す
に
は
ど
う
し
た
ら

い
ん
だ
ろ
う
。
 
B
4
用
紙
に
小
さ
な
活
字
で
印
刷

いさ
れ
た
番
号
と
氏
名
を
見
て
か
ら
、
午
後
五
時
と
い

う
妙
な
時
刻
に
京
都
地
検
の
掲
示
板
の
前
に
集
ま
っ

て
い
る
人
だ
か
り
を
や
っ
と
の
思
い
で
抜
け
出
た
と

き
、
私
は
、
眠
っ
て
い
る
息
子
を
肩
に
抱
い
た
自
分

の
格
好
が
、
紙
の
上
に
自
分
の
名
前
を
見
っ
け
た
喜

び
を
表
わ
す
に
は
い
か
に
も
不
っ
り
あ
い
で
あ
る
こ

と
に
気
付
い
て
苦
笑
し
て
し
ま
っ
た
。

職
業
を
持
た
な
い
ま
ま
結
婚
し
、
子
供
を
産
ん
で

青
木
苗
子

し
ま
え
ぱ
、
個
人
の
フ
ル
ネ
ー
ム
で
呼
ぱ
れ
る
機
会

な
ど
め
っ
た
に
な
い
。
結
婚
後
の
姓
で
始
ま
る
、
公

け
に
な
っ
た
経
験
の
少
な
い
名
前
で
デ
ビ
ユ
ー
し
た

こ
と
に
少
々
照
れ
な
が
ら
、
私
は
、
後
戻
り
で
き
な

い
場
所
に
来
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

た
。

雨
が
降
り
出
し
て
い
た
。
息
子
を
横
抱
き
に
し
て

狭
い
ド
ア
を
く
ぐ
り
、
タ
ク
シ
ー
の
シ
ー
ト
に
腰
を

お
ろ
し
た
と
ミ
司
法
試
験
を
突
破
す
る
に
は
あ
と

つ
も
試
験
を
受
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
息
子
の
方
は
、
不
自
然
な
姿
勢
か
ら
や

つ
と
解
放
さ
れ
、
安
心
し
て
眠
り
に
つ
い
た
よ
う
だ

つ
大

こ
れ
が
、
何
度
目
の
受
験
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

「
仕
事
を
持
ち
た
い
の
し
と
高
校
の
頃
か
ら
言
っ
て

い
た
く
せ
に
、
大
学
時
代
は
、
は
っ
き
り
し
た
目
標

も
持
て
な
い
ま
ま
、
そ
の
時
そ
の
時
興
味
の
あ
る
こ

と
だ
け
に
没
頭
す
る
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。

「
本
当
に
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
っ
て
、
人
生
の
中

で
そ
う
あ
る
も
の
じ
ゃ
あ
な
い
よ
。
し
と
そ
の
頃
の
友

人
が
一
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
だ
か
ら
、
本
当
に
楽
し

い
と
思
え
る
こ
と
を
見
つ
け
た
ら
、
何
を
お
い
て
も
、

そ
の
と
き
を
大
切
に
し
な
き
ゃ
あ
ね
0
」

多
少
後
ろ
め
た
い
思
い
で
中
途
半
端
な
生
活
を
し

て
い
た
私
は
、
こ
の
言
葉
に
久
し
振
り
に
感
動
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
は
心
お
き
な
く
遊
び
、
好
き
な

本
を
読
み
、
気
に
い
っ
た
授
業
に
し
か
出
な
い
こ
と

に
し
た
。
「
本
当
に
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
し
を
見
っ

け
た
ら
、
や
り
た
い
仕
事
も
分
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
困
っ
た
こ
と
に
は
、
大

学
を
卒
業
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
時
に
な
っ
て
も
、

「
や
り
た
い
仕
事
」
は
一
向
に
見
え
て
こ
な
い
。
そ
の

ま
ま
企
業
に
就
職
す
る
気
に
も
な
れ
な
く
て
、
学
生

の
ま
ま
で
い
れ
ぱ
何
と
か
な
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
と

い
う
安
易
な
思
い
付
き
で
、
大
学
院
に
行
く
こ
と
に

し
たし

か
し
、
こ
れ
は
失
敗
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
で
刑

*
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事
訴
訟
法
の
教
科
書
を
読
ん
だ
り
、
刑
法
の
理
論
史

を
調
べ
た
り
す
る
作
業
に
、
私
は
熱
中
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
研
究
者
に
な
る
た
め
に
必
要
な
の

は
、
明
確
な
世
界
観
と
、
一
っ
の
テ
ー
マ
を
追
い
続

け
る
粘
り
強
さ
を
持
っ
こ
と
。
そ
の
二
っ
と
も
、
私

に
は
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
大
学
院
に

入
っ
て
あ
げ
た
番
の
成
果
は
夫
と
知
り
合
っ
た
こ

と
、
.
と
言
え
ぱ
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
は
が
っ

か
り
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
け
ど
、
で
き
の
悪
い
学
生

の
就
職
の
世
話
を
し
な
く
て
す
ん
だ
の
だ
か
ら
、
先

生
方
も
夫
に
感
謝
す
べ
き
だ
と
思
う
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
大
学
院
を
や
め
て
結
婚
す
る

こ
と
に
し
た
が
、
べ
つ
に
仕
事
を
持
ち
た
い
気
持
ち

を
捨
て
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
夫
と
の
生
活

は
恋
愛
の
延
長
で
あ
っ
て
、
結
婚
を
人
生
の
ゴ
ー
ル

イ
ン
と
表
現
さ
れ
る
の
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
「
君
ね
、
そ
う
い
う
選
択
は
、
登
り
か

け
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
別
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
へ
飛
び
移

ろ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
だ
よ
。
し
と
一
言
っ
た
指
導
教

授
の
呆
れ
た
顔
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
婚
約
報

告
の
つ
い
で
に
、
大
学
院
を
や
め
て
司
法
試
験
を
受

け
た
い
と
口
を
す
べ
ら
せ
た
私
を
、
教
授
は
ま
じ
ま

じ
と
見
つ
め
た
も
の
だ
っ
た
。

た
し
か
に
、
大
学
の
正
規
の
教
員
に
な
る
の
も
大

変
だ
が
、
ニ
%
を
切
る
と
い
わ
れ
る
司
法
試
験
の
合

格
率
は
、
そ
れ
だ
け
で
う
ん
ざ
り
す
る
に
十
分
な
数

字
で
あ
る
。
お
ま
け
に
、
試
験
は
短
答
式
、
論
文
式
、

口
述
式
と
約
半
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
。

婚
約
報
告
と
と
も
に
う
れ
し
そ
う
な
顔
で
話
題
に
し

た
の
は
間
違
い
だ
っ
た
。
私
は
軽
率
さ
を
反
省
し
、

で
き
る
だ
け
深
刻
な
顔
を
し
て
、
「
そ
う
で
す
か
。
L

と
深
く
う
な
ず
く
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
試
験
が

む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
し
て
気
に
し
て
い

な
か
っ
た
。
法
律
学
の
精
緻
な
理
論
を
作
り
あ
げ
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

代
わ
り
に
、
世
の
中
に
対
す
る
様
々
な
人
の
様
々
な

思
い
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
の
法
律
に
は
、
興
味

を
持
ち
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
興
味
が
あ
っ
て
、

自
分
に
向
い
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
そ
の
う
ち
何
と
か

な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

*

食
の
献
立
を
考
え
、
買
い
物
に
行
き
、
本
を
見
な
が

ら
何
時
問
も
か
け
て
食
事
を
作
る

0

こ
れ
は

.

.

.

や
っ
て
み
る
と
な
か
な
か
り
ス
リ
ル
が
あ
っ
て
、
楽

し
い
仕
事
で
あ
る
。
毎
日
毎
日
が
ほ
と
ん
ど
そ
れ
だ

け
の
た
め
に
費
や
さ
れ
、
そ
れ
で
結
構
満
足
し
て
い

た
。

た
だ
、
こ
う
い
う
生
活
は
一
年
も
す
れ
ば
飽
き
て

く
る
。
そ
れ
は
当
然
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

毎
貝
机
に
向
か
っ
て
勉
強
し
て
い
る
夫
に
そ
う
そ

う
遊
ん
で
も
ら
え
な
く
て
、
退
屈
し
始
め
て
も
い
た
。

私
は
野
菜
ス
ー
プ
の
灰
汗
を
す
く
い
な
が
ら
、
そ
ろ

そ
ろ
司
法
試
験
の
こ
と
を
ま
じ
め
に
考
え
な
く
つ
ち

や
と
、
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。

と
は
い
ぇ
、
結
婚
当
初
の
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
は

す
っ
か
り
忘
れ
て
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
れ
ま

で
親
と
一
緒
に
住
ん
で
い
て
家
事
に
無
関
心
だ
っ
た

分
自
分
で
生
活
を
つ
く
る
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
れ

に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
一
日
中
家

に
い
る
夫
と
自
分
の
た
め
に
、
限
ら
れ
た
お
金
で
三

受
験
勉
強
を
本
気
で
や
り
出
し
た
の
は
、
長
男
が

生
ま
れ
て
一
年
を
過
ぎ
た
頃
だ
っ
た
と
思
う
。

恋
愛
の
延
長
だ
っ
た
生
活
は
、
子
供
が
で
き
る
と

変
し
た
。
神
経
質
だ
っ
た
息
子
は
、
私
が
片
時
も

そ
ば
を
は
な
れ
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
彼
を
寝
か
し
つ

け
る
た
め
に
は
何
時
問
も
彼
を
抱
い
て
歩
き
回
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
息
子
の
起
き
て
い
る
と
き

に
家
事
を
し
て
し
ま
う
の
は
至
難
の
こ
と
で
あ
る
。

彼
が
寝
っ
い
た
あ
と
に
用
事
を
す
れ
ば
能
率
的
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
で
は
新
聞
や
本
を
読
む
時
間
さ
え
な

*

*
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く
な
っ
て
し
ま
う
。
徐
々
に
、
家
事
や
育
児
は
楽
し

み
だ
け
で
な
く
義
務
と
化
し
た
。

結
婚
は
、
生
活
の
楽
し
さ
を
私
に
教
え
た
だ
け
で

な
く
、
き
ら
き
ら
光
る
小
さ
な
命
ま
で
こ
の
胸
に
預

け
て
く
れ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
、
そ
の
重
み
は
、
私

か
ら
自
分
の
足
で
世
界
を
歩
く
力
ま
で
奪
っ
て
し
ま

つ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
世
の
中
は
だ
ん
だ
ん
遠

く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
も
見
え
た
。
も
っ
と
軽
や
か

に
生
活
と
「
仕
事
L
 
を
両
立
さ
せ
て
い
け
る
と
考
え

て
い
た
私
は
、
何
と
か
早
く
立
ち
上
が
ら
な
く
て
は

と
あ
わ
て
た
。

生
活
は
大
切
に
し
た
い
、
子
供
も
大
切
に
し
た
い
、

で
も
、
自
分
で
も
っ
と
広
い
世
界
を
つ
か
み
た
い
。

欲
張
り
で
わ
が
ま
ま
な
要
求
で
あ
る
。
で
も
、
そ
の

す
べ
て
が
私
の
自
然
な
要
求
で
あ
る
な
ら
、
か
な
わ

な
い
は
ず
は
な
い
。
自
然
な
欲
求
と
実
際
の
生
活
の

間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
を
埋
め
て
い

け
る
の
は
自
分
し
か
い
な
い
。

気
持
ち
に
ゆ
と
り
さ
え
あ
れ
ば
、
家
事
や
育
児
は

決
し
て
つ
ま
ら
な
い
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
生
活
と

子
供
の
た
め
の
時
問
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
な

ら
、
で
き
る
だ
け
楽
し
ん
で
や
っ
た
方
が
い
い
。
そ

の
代
わ
り
、
そ
れ
に
費
や
す
時
間
は
可
能
な
か
ぎ
り

切
り
詰
め
よ
う
。
私
の
二
四
時
間
は
数
時
問
ず
つ
切

り
取
ら
れ
、
残
り
は
せ
い
ぜ
い
二
・
三
時
間
に
し
か

な
ら
な
か
っ
た
が
、
好
き
な
生
活
を
し
て
い
る
の
だ

か
ら
し
か
た
が
な
か
っ
た
。
私
は
で
き
る
こ
と
し
か

で
き
な
い
ん
だ
か
ら
と
居
直
り
、
自
分
で
選
ん
だ
生

活
を
楽
し
め
る
だ
け
楽
し
ん
で
や
ろ
う
と
割
り
切
っ

た
。

な
ん
で
も
初
め
て
の
経
験
が
印
象
的
な
も
の
で
、

雨
降
り
の
日
の
翌
年
の
短
答
試
験
合
格
発
表
の
日
の

こ
と
は
何
に
も
覚
え
て
い
な
い
。
覚
え
て
い
る
の
は

そ
の
後
一
挙
に
七
科
目
に
ふ
ぇ
る
論
文
試
験
ま
で
一

か
月
し
か
な
い
と
い
う
焦
り
、
そ
れ
か
ら
、
論
文
試

験
の
二
週
間
前
に
始
ま
っ
た
つ
わ
り
の
苦
し
さ
。

そ
の
年
の
論
文
試
験
は
七
月
一
五
日
に
始
ま
る
と

い
う
。
ち
ょ
っ
ど
そ
の
一
か
月
前
か
ら
、
私
は
息
子

を
連
れ
て
実
家
で
生
活
し
て
い
た
。
何
に
も
妨
げ
ら

れ
ず
に
勉
強
で
き
る
の
が
楽
し
い
と
思
え
る
な
ん

て
、
子
供
が
で
き
る
ま
で
は
想
像
も
で
き
な
い
こ
と

だ
っ
た
。
庭
に
水
を
撒
き
な
が
ら
喚
声
を
あ
げ
て
遊

ん
で
い
る
息
子
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
実
家
の
二

階
の
部
屋
で
、
昔
か
ら
こ
ん
な
に
勉
強
し
て
た
ら
も

つ
と
賢
く
な
っ
た
だ
ろ
う
な
と
、
自
分
の
勤
勉
ぶ
り

に
感
心
し
な
が
ら
、
私
は
、
毎
日
勉
強
し
続
け
て
い

た
。

*

体
調
が
お
か
し
く
な
っ
た
の
は
、
七
月
に
入
っ
た

こ
ろ
で
あ
る
。
勉
強
の
し
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
真
剣

に
心
配
し
た
が
、
そ
の
く
せ
内
科
で
は
な
く
産
婦
人

科
へ
直
行
し
た
の
は
、
少
々
や
ま
し
い
と
こ
ろ
が
あ

つ
た
せ
い
だ
ろ
う
か
。
ま
あ
結
婚
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

事
情
を
話
し
て
、
つ
わ
り
を
少
し
で
も
軽
く
し
て

ほ
し
い
と
頼
ん
だ
ら
、
産
婦
人
科
の
先
生
は
、
「
気
の

せ
い
、
気
の
せ
い
。
し
と
一
言
っ
て
笑
っ
た
。
た
い
て
い

の
産
婦
人
科
医
は
そ
う
い
う
風
に
一
言
う
そ
う
だ
。
で

も
、
本
を
読
も
う
と
し
て
も
こ
み
あ
げ
て
く
る
こ
の

吐
き
気
無
理
に
文
字
を
追
お
う
と
す
れ
ば
痛
む
眠

と
頭
。
横
に
な
っ
て
休
ん
で
い
る
と
い
つ
の
ま
に
か

眠
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
気
の
せ
い
な
も
ん
か
、
と
怒

り
な
が
ら
、
胎
児
に
影
響
の
な
い
弱
い
薬
な
ら
注
射

し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
先
生
の
と
こ
ろ
に
毎
日
通
う

こ
と
に
し
た
0

胎
児
は
刺
激
の
強
い
も
の
を
受
け
付
け
な
い
ら
し

コ
ー
ヒ
ー
は
香
り
が
な
く
な
り
、
煙
草
の
匂
は

)
0

し吐
き
気
を
催
し
、
玉
葱
や
生
姜
は
食
欲
を
ま
す
ま
す

減
退
さ
せ
る
。
酒
は
ど
れ
も
薬
品
の
ア
ル
コ
ー
ル
の

匂
い
が
す
る
。
す
べ
て
の
刺
激
物
を
退
け
、
私
の
体

は
だ
ん
だ
ん
清
浄
に
な
っ
て
い
く
よ
う
だ
っ
た
。

*
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三
日
間
の
論
文
試
験
は
ど
う
い
う
風
に
終
っ
た
の

だ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
科
目
は
薄
い
教
科
書
を
通
読

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
試
験
を
迎
え
て
し
ま
っ

た
。
わ
か
ら
な
く
て
も
何
か
書
け
れ
ば
い
い
と
、
予

)し

想
論
点
を
ざ
っ
と
見
て
、
見
知
ら
ぬ
単
語
を
頭
に
詰

め
込
ん
で
臨
ん
だ
試
験
だ
っ
た
。
寝
転
が
っ
て
う
た

た
の
合
間
に
勉
強
す
る
に
は
、
悪
評
高
い
各
種
受

験
団
体
の
テ
キ
ス
ト
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
ど
ん
な

に
あ
り
が
た
か
っ
た
こ
と
か
。

そ
し
て
一
九
八
八
年
の
二
月
、
私
は
暖
房
の
き
い

た
産
院
の
部
屋
で
『
ノ
ル
ウ
エ
イ
の
森
」
を
読
み
な

が
ら
、
ベ
ッ
ト
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
も
う
試
験
な

ん
て
受
け
な
く
つ
て
い
い
、
も
う
分
娩
の
苦
し
み
か

ら
も
解
放
さ
れ
た
。
当
面
何
も
し
な
く
て
い
い
な
ん

て
あ
ま
り
に
楽
す
ぎ
て
後
ろ
め
た
い
気
さ
え
す
る
0

今
か
ら
思
え
ば
、
あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
。
し
か
し
、

論
文
試
験
に
落
ち
て
い
た
ら
、
生
れ
た
て
の
乳
児
を

か
か
え
、
五
月
か
ら
は
じ
ま
る
新
し
い
試
験
に
ま
た

挑
戦
し
よ
う
と
い
う
気
力
は
た
ぶ
ん
も
う
持
て
な
か

つ
た
だ
ろ
う
。
三
時
間
お
き
に
娘
に
母
乳
を
飲
ま
せ

に
い
く
部
屋
の
テ
レ
ビ
は
、
橋
本
聖
子
の
ス
ケ
ー
ト

を
繰
り
返
し
放
映
し
、
私
は
、
暖
か
く
な
る
こ
ろ
に

は
テ
ニ
ス
が
で
き
る
か
し
ら
と
、
ま
だ
小
さ
く
な
り

*

き
ら
な
い
お
腹
を
見
下
ろ
し
て
考
え
て
い
た
。

*

そ
れ
か
ら
二
年
が
た
ち
、
も
う
一
度
司
法
研
修

所
で
二
回
試
験
と
称
す
る
試
験
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た

こ
れ
こ
そ
最
後
の
筆
記
試
験
に
な
る
だ
ろ
う
。

゛
)
、

力こ
の
春
、
三
四
歳
に
し
て
ょ
う
や
く
私
は
、
京
都
で

弁
護
士
と
し
て
仕
事
を
始
め
た
。

医
者
が
家
族
の
風
邪
に
無
関
心
に
な
る
よ
う
に
、

弁
護
士
も
身
近
の
小
さ
な
不
幸
に
は
鈍
感
に
な
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
小
学
校
に
行
き
始
め
た
息
子
は
、

「
お
母
さ
ん
、
ま
た
給
食
の
ナ
フ
キ
ン
入
れ
忘
れ
た
で

し
ょ
う
0
」
な
ど
と
毎
日
の
よ
う
に
私
を
非
難
し
、
息

子
の
代
り
に
二
歳
に
な
っ
た
娘
は
、
保
育
所
に
行
く

の
は
い
や
と
駄
々
を
こ
ね
て
毎
朝
父
親
を
悩
ま
せ
て

い
る
。
私
よ
り
も
家
に
い
る
こ
と
の
多
く
な
っ
た
そ

の
父
親
は
、
い
や
お
う
な
し
に
意
識
改
革
を
迫
ら
れ
、

私
の
母
は
、
毎
午
後
ふ
ー
ふ
1
言
い
な
が
ら
自
転

車
で
通
っ
て
き
て
い
る
。

「
自
然
な
L
生
活
を
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
た
く

さ
ん
の
人
の
犠
牲
を
覚
悟
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
、
家
族
が
こ
ん
な
風
に
い
ろ

ん
な
こ
と
を
や
り
な
が
ら
一
緒
に
い
る
の
は
い
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
き
っ
と
私
だ
け
で
な
い
。

つ
か
そ
れ
を
確
か
め
て
み
た
い
と
思
い
つ
っ
果
た

い

せ
な
い
ま
ま
、
慌
た
だ
し
く
事
務
所
に
駆
け
込
み
、

日
程
表
を
に
ら
ん
で
、
よ
り
円
満
な
事
件
処
理
の
方

法
は
な
い
か
と
頭
を
絞
っ
て
い
る
毎
日
で
あ
る
。

「
仕
事
」
を
持
ち
た
い
と
い
う
私
の
夢
は
、
弁
護
士

に
な
る
こ
と
で
一
応
は
果
た
さ
れ
た
。
で
も
、
本
当

の
夢
は
、
様
々
な
事
件
の
向
こ
う
に
ま
だ
范
漠
と
し

た
ま
ま
拡
が
っ
て
い
る
。
,
仕
事
L
は
、
世
界
を
自
分

の
足
で
歩
く
一
っ
の
手
段
。
ニ
%
と
い
う
合
格
率
は

弁
護
士
に
な
っ
て
し
ま
え
ぱ
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な

)
0

多
様
な
知
識
と
的
確
で
素
早
い
判
断
力
が
こ
の

し仕
事
に
必
要
な
最
大
の
武
器
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

日
々
の
仕
事
を
通
じ
て
自
分
の
世
界
観
ら
し
き
も
の

が
作
ら
れ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
つ
っ
あ

る
。
と
り
あ
え
ず
、
弁
護
士
と
し
て
私
に
で
き
る
最

大
限
の
こ
と
は
何
か
を
一
件
一
件
考
え
な
が
ら
事
件

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
幸
運
に
恵
ま
れ
て
こ
こ
に
こ

う
し
て
い
る
私
の
当
面
の
仕
事
だ
ろ
う
。

元
気
に
生
き
る
こ
と
。
楽
し
く
生
き
る
こ
と
。
そ

し
て
、
ま
じ
め
に
生
き
る
こ
と
。
こ
れ
が
、
今
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
、
現
在
も
夢
の
途
中
に
あ
る
わ
た
し

の
単
純
な
も
っ
と
う
で
あ
る
。

二
九
七
八
年
大
学
法
学
部
卒
業
・
一
九
八
二
年
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
公
法
学
博
士
課
程
前
期
修
了
、
弁
護
士
(
京
都
弁
護
士

会
所
属
)
)
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ゲ
ー
テ
と
化
学

い
ま
、
ゲ
ー
テ
が
面
白
い
1
工
学
部
の
外
国
書

講
読
で
、
ゲ
ー
テ
の
戯
曲
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
を
読
ん

で
い
る
学
生
諸
君
の
感
想
で
あ
る
。
詩
人
で
小
説

や
ド
ラ
マ
も
書
い
た
ゲ
ー
テ
(
一
七
四
九
1
 
一
八
三

二
)
が
、
化
学
と
一
体
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
か
。

彼
の
不
朽
の
作
品
の
主
人
公
フ
ァ
ウ
ス
ト
自
身
が
、

そ
も
そ
も
十
六
世
紀
の
不
老
不
死
の
霊
薬
を
作
る
イ

ア
ト
ロ
化
学
の
祖
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
を
思
わ
せ
る
人

物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
作
品
全
体
に
化
学
の
思
想
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
「
哲
学
も
、

法
学
も
、
医
学
も
、
神
学
ま
で
も
研
究
し
た
し
の
は
、

ゲ
ー
テ
自
身
の
こ
と
で
も
あ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
、

鉱
物
掌
地
質
学
、
植
物
一
モ
動
物
学
、
色
彩
論
、

化
学
な
ど
、
自
然
科
学
の
多
く
の
分
野
で
活
躍
し
て

河
野

い
る
。
と
り
わ
け
化
学
と
の
結
び
つ
き
は
、
『
フ
ァ
ウ

ト
』
の
作
品
に
か
け
た
歳
月
と
同
じ
六
十
年
に
及
ぶ
。

ゲ
ー
テ
は
一
七
六
八
年
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
学
生
時
代

に
、
不
摂
生
か
ら
吐
血
し
て
、
生
ま
れ
故
郷
マ
イ
ン

河
畔
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
帰
っ
た
。
主
治
医
は
パ

ラ
ケ
ル
ス
ス
の
信
奉
者
で
、
彼
に
錬
金
術
書
を
薦
め

た
。
母
親
の
女
友
達
か
ら
は
、
健
康
法
と
し
て
神
秘

的
魔
術
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
彼

は
独
学
で
錬
金
術
の
実
験
に
熱
中
す
る
。
健
康
が
回

復
す
る
と
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
プ
ル
ク
大
学
に
入
学
、

法
学
の
勉
強
を
し
て
、
博
士
号
を
と
っ
た
。
し
か
し

化
学
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
人
目
を
し
の
ぶ

仲
」
と
言
っ
て
、
化
学
の
講
義
を
当
時
の
有
名
な
シ

ユ
ピ
ー
ル
マ
ン
教
授
か
ら
受
け
て
い
る
。
『
フ
ァ
ウ
ス

ト
に
出
て
く
る
「
自
然
操
作
、
な
る
語
は
、
教
授

の
使
っ
て
い
た
術
語
で
あ
る
。
一
七
七
0
年
二
人
の

学
友
と
ザ
ー
ル
地
方
を
旅
行
し
、
明
礬
坑
、
ガ
ラ
ス

工
場
、
炭
鉱
を
見
学
し
て
い
る
。
「
一
生
涯
念
頭
を
離

れ
な
か
っ
た
経
済
的
、
技
術
的
観
察
へ
の
気
持
が
、

こ
の
時
は
じ
め
て
呼
び
覚
ま
さ
れ
た
」
と
、
『
詩
と
真

実
』
で
語
っ
て
い
る
。

一
七
七
五
年
秋
、
二
十
六
歳
の
ゲ
ー
テ
が
ワ
イ
マ

ル
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
年
に
出
版
し
た
小

説
『
若
き
ウ
エ
ル
テ
ル
の
悩
み
』
で
有
名
に
な
っ
て

い
た
彼
は
、
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ハ
ム
の
招
き
を
う

け
た
の
で
あ
っ
た
。
以
後
宰
相
の
地
位
に
も
就
く

幸
福
な
生
涯
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
科
学
政

策
に
力
を
入
丸
イ
エ
ナ
大
学
に
化
学
実
験
室
を
建

て
、
化
学
器
具
や
試
薬
な
ど
の
資
金
援
助
を
行
な
っ

た
。
リ
ー
ビ
ヒ
が
ギ
ー
セ
ン
に
世
界
的
な
実
験
室
を

つ
く
る
二
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
当

時
の
指
導
的
な
化
学
者
を
迎
え
て
、
ド
イ
ッ
の
他
大

学
を
凌
駕
し
て
い
る
0
 
た
と
え
ば
、
ゲ
ー
テ
と
共
に

ビ
ー
ト
か
ら
砂
糖
を
得
る
研
究
を
し
た
ゲ
ッ
ト
リ
ン

グ
、
一
八
一
六
年
三
っ
組
元
素
の
存
在
を
鬻
て
、

一
ノ

メ
ン
デ
レ
ー
エ
フ
の
周
期
律
発
見
へ
の
機
縁
を
つ
く

つ
た
デ
ー
ベ
ラ
イ
ナ
ー
、
人
参
か
ら
カ
ロ
チ
ン
を
発

見
し
た
ヴ
ァ
ツ
ケ
ン
ロ
ー
ダ
ー
ら
で
あ
る
。
な
か
で

収
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も
、
デ
ー
ベ
ラ
イ
ナ
ー
教
授
と
は
多
く
の
共
同
実
験

を
行
な
っ
て
い
る
。
イ
ル
メ
ナ
ウ
の
石
炭
か
ら
水
性

ガ
ス
と
石
炭
ガ
ス
を
作
っ
た
。
ベ
ル
カ
の
町
に
出
る

硫
黄
泉
の
利
用
を
考
え
て
、
今
日
の
温
泉
の
基
礎
を

築
い
た
。
硫
酸
接
触
法
に
白
金
の
触
媒
作
用
を
認
め

て
い
る
。
ま
た
ガ
ス
灯
の
研
究
も
行
な
っ
て
い
る
0

化
学
に
対
す
る
貢
献
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
植

物
園
の
拡
充
、
鉱
物
学
の
学
術
団
体
の
結
成
、
科
学

博
物
館
の
建
設
、
解
剖
学
教
室
の
改
造
、
産
科
診
療

所
と
助
産
婦
学
校
の
設
立
、
大
学
病
院
の
創
設
な
ど
、

科
学
の
振
興
に
あ
た
っ
た
。
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部

第
五
幕
宮
殿
の
広
い
前
庭
の
場
面
で
、
開
拓
の
大

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
山
の
ふ
も
と
の
沼
地
か
ら

出
る
毒
気
が
、
せ
っ
か
く
の
拓
地
に
大
き
な
被
害
を

与
え
て
い
る
の
で
、
排
水
溝
を
つ
く
つ
て
人
々
の
健

康
を
ま
も
ろ
う
と
い
う
句
が
あ
る
。
ゲ
ー
テ
は
今
日

で
い
う
予
防
医
学
や
、
公
害
対
策
に
あ
た
る
考
え
を

も
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
0

ゲ
ー
テ
は
、
興
味
を
も
つ
自
然
科
学
の
問
題
に
、

自
分
で
実
験
し
た
り
、
専
門
学
者
と
の
意
見
交
換
を

通
じ
て
、
ま
た
大
が
か
り
な
研
究
旅
行
を
し
た
り
し

て
、
近
づ
い
て
い
っ
た
。
鉱
物
学
の
知
識
に
つ
い
て
、

「
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
け
れ
ぱ
、
足
を
つ
か
っ
て
習

得
し
た
し
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
直
接
見
学
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
ほ
と
ん
ど
全
部
の
工
業
部
門

に
つ
ぃ
て
、
自
分
の
判
断
を
磨
い
て
い
っ
た
。
ゲ
ー

テ
の
叙
情
豊
か
な
詩
の
一
っ
「
す
べ
て
の
峰
に
憩
い

あ
り
:
:
:
」
は
、
キ
ッ
ケ
ル
ハ
ー
ン
で
の
鉱
山
視
察

旅
行
の
時
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
目

を
く
ぱ
っ
た
ぱ
か
り
で
な
く
、
ド
イ
ツ
以
外
で
の
業

績
も
見
の
が
さ
な
か
っ
た
。
ほ
か
で
発
見
さ
れ
た
も

の
は
、
直
ち
に
テ
ス
ト
さ
れ
た
。
座
右
に
し
た
化
学

の
研
究
書
や
辞
典
だ
け
で
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

)
0

ス
ウ
エ
ー
デ
ン
の
化
学
者
べ
ル
セ
ー
リ
ウ
ス
と

しは
二
度
会
っ
て
い
る
が
、
一
ハ
ニ
ニ
年
ボ
ヘ
ミ
ア
地

方
の
小
村
工
ー
ガ
ー
で
は
じ
め
て
会
っ
た
時
の
印
象

を
、
ゲ
ー
テ
は
息
子
に
あ
て
て
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。
「
話
は
生
き
生
き
と
し
て
有
益
だ
っ
た
。
ベ
ル

セ
ー
リ
ウ
ス
は
吹
管
で
、
こ
の
上
も
な
く
美
し
い
実

験
を
見
せ
て
く
れ
た
。
全
部
記
憶
に
留
め
ら
れ
る
と

の
だ
が
。
」
べ
ル
セ
ー
リ
ウ
ス
の
『
鉱
物
学
の
新

)
)

し
し

体
系
』
は
、
ゲ
ー
テ
に
と
っ
て
そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
ィ
ヴ
の
読
み
物
で
あ
っ
た
。
時
の
た
つ
の
も
忘
れ

て
読
了
し
た
。
死
の
前
年
に
あ
た
る
一
八
三
一
年
に

は
、
リ
ー
ビ
ヒ
と
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
と
の
共
著
『
シ
ア
ン

酸
に
関
す
る
研
究
』
論
文
に
目
を
通
し
て
い
る
。
そ

し
て
死
の
一
力
月
前
、
八
十
三
歳
の
老
ゲ
ー
テ
が
読

ん
だ
の
は
、
り
ヴ
ァ
プ
ー
ル
・
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
問

の
鉄
道
の
設
計
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
っ
た
0

ゲ
ー
テ
は
、
論
文
『
分
析
と
総
合
』
で
、
こ
の
両

者
は
お
互
い
に
前
提
と
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
し

て
、
「
分
析
学
者
の
陥
る
大
き
な
危
険
は
、
彼
の
方
法

が
総
合
を
基
礎
と
し
な
い
で
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
の
有
機
化
合
物
の

合
成
実
験
も
、
完
全
に
自
然
の
も
の
と
し
て
形
成
さ

れ
る
た
め
の
証
明
材
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
合
成
実

験
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
化
学
反
応
の
可
逆
性
の
概

念
で
あ
っ
た
。
彼
は
く
り
返
し
化
学
合
成
の
意
義
を

強
調
し
た
。
「
結
合
す
る
た
め
に
十
分
に
分
雛
し
、
分

離
す
る
た
め
に
十
分
結
合
し
た
人
に
し
て
、
は
じ
め

て
思
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
と
も
一
言
っ
て
い
る
。

ゲ
ー
テ
の
自
然
観
察
は
、
形
態
か
ら
出
発
し
て
お

り
、
大
部
分
が
比
較
形
能
學
で
あ
る
。
形
態
と
は
、

直
接
感
覚
的
に
出
会
っ
た
実
際
に
存
在
す
る
個
々
の

も
の
で
あ
る
。
形
態
に
よ
っ
て
類
似
の
も
の
を
結
合

す
る
。
近
代
自
然
科
学
に
お
い
て
は
、
研
究
の
真
の

対
象
は
個
々
の
も
の
で
は
な
く
、
法
則
で
あ
る
兪

め
る
。
形
態
を
も
と
に
し
て
認
識
す
る
こ
と
は
、
起

源
や
環
境
の
異
な
れ
る
条
件
下
で
は
、
完
全
に
同
種

の
発
展
を
排
除
す
る
ゆ
え
、
い
ろ
い
ろ
の
も
の
は
、

せ
い
ぜ
い
互
い
に
類
似
し
て
い
る
と
し
か
理
解
で
き

な
い
。
し
か
し
法
則
は
、
そ
の
本
質
に
し
た
が
え
ぱ
、
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常
に
同
一
で
あ
る
。
法
則
は
確
か
に
個
の
命
題
と

し
て
明
言
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
、
適
用

の
た
ぴ
に
常
に
ホ
久
ら
な
い
。
ゲ
ー
テ
の
場
合
は
、
直

接
に
感
覚
に
と
ら
え
ら
れ
る
事
魚
に
尓
さ
れ
て
ぃ
る

法
則
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
則
が
形

態
に
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る

二
十
世
紀
に
な
っ
て
、
ゲ
ー
テ
の
自
然
科
学
の
業

績
と
積
極
的
に
と
り
組
む
研
究
者
が
現
わ
れ
た
。
プ

ラ
ン
ク
、
ボ
ル
ン
、
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
ハ
イ
ゼ

ン
ベ
ル
ク
、
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
ら
の
物
理
学
者
や
、

動
物
学
者
口
ー
レ
ン
ツ
も
、
ゲ
ー
テ
の
考
え
に
注
目

し
て
い
る
。
一
九
四
一
年
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
は
、
「
現

代
物
理
学
よ
り
見
た
ゲ
ー
テ
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
色
彩

論
L
 
と
い
う
講
演
の
中
で
、
ゲ
ー
テ
あ
る
い
は
ニ
ュ

ー
ト
ン
の
色
彩
論
が
正
し
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
で
な
く
、
「
二
っ
の
理
論
は
、
科
学
の
大
き
な

わ
く
組
で
の
異
な
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
確
か
に
、

現
代
物
理
学
を
認
め
る
こ
と
は
、
自
然
科
学
者
が
、

ゲ
ー
テ
の
自
然
観
察
の
道
を
歩
み
、
し
た
が
う
こ
と

を
妨
げ
る
も
の
で
な
い
し
と
発
言
し
て
ぃ
る
。
ゲ

テ
が
ニ
ユ
ー
ト
ン
に
対
し
て
、
ま
た
伺
時
に
、
感
覚

的
性
質
を
抽
象
的
性
資
に
還
元
す
る
と
い
う
近
代
の

自
然
科
学
の
原
理
に
対
し
て
、
烈
し
い
批
判
を
行
っ

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
は
、
眼
を
常
に
全

体
に
向
け
、
直
接
感
覚
の
優
位
を
固
守
し
て
、
視
覚

器
官
を
光
源
と
分
け
る
が
ご
と
き
、
近
代
物
理
学
の

全
く
感
覚
を
無
視
し
た
よ
う
な
方
法
に
は
賛
成
で
き

な
か
っ
た

も
し
誰
か
が
、
生
命
は
物
質
の
変
化
し
た
も
の
だ

か
ら
、
実
験
室
で
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
と
一
言
う
な
ら
ぱ
、
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
第
二
幕

を
読
ん
で
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
生
命
は
神
秘
で
侵

す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
と
い
う
考
え
は
時
代
遅
れ
な

の
だ
み
う
か
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
助
手
で
あ
っ
た
ワ
ー

グ
ナ
ー
博
士
が
、
人
問
の
材
料
と
な
る
べ
き
物
質
を

集
め
て
、
レ
ト
ル
ト
の
中
で
調
合
し
て
、
試
験
管
べ

ビ
ー
を
つ
く
る
こ
と
に
成
功
す
る
0
 
ホ
ム
ン
ク
ル
ス

と
称
す
る
こ
の
人
造
人
間
は
、
ガ
ラ
ス
の
肉
体
が
あ

つ
て
、
精
神
を
も
た
な
い
存
在
で
あ
る
。
や
が
て
炎

と
な
っ
て
海
中
に
砕
け
散
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
場
面

に
、
ゲ
ー
テ
の
近
代
の
科
学
技
術
に
対
す
る
深
い
懐

疑
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
科
学
と
芸
術
を
持

つ
て
い
る
者
は
、
宗
教
も
持
っ
て
い
る
。
科
学
と
芸

術
の
二
っ
を
合
せ
持
た
な
い
者
は
、
宗
教
を
も
て
」

と
ゲ
ー
テ
は
教
え
て
い
る
。

人
間
が
真
理
を
器
す
る
に
は
、
と
く
に
感
覚
的

経
験
を
重
ん
ず
べ
き
で
あ
る
が
、
ゲ
ー
テ
の
場
貪

そ
の
感
覚
的
経
験
は
、
か
れ
独
自
の
も
の
で
あ
り
、

代
用
し
え
な
い
。
彼
は
直
観
の
目
を
鋭
く
磨
ぎ
澄
ま

し
て
、
も
の
ご
と
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
て
、
読
み
と

ろ
う
と
望
ん
だ
。
そ
し
て
こ
う
歌
っ
て
い
る
。

か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
喜
ぷ
な
ら
ぱ

天
地
一
杯
の
幸
を
心
し
て
享
け
よ

随
所
に
道
心
を
起
こ
せ

そ
う
す
れ
ば
過
去
は
過
ぎ
去
ら
ず

未
来
は
今
こ
こ
に
あ
り

現
在
は
永
遠
で
あ
る

こ
れ
は
『
遺
言
』
と
い
う
詩
の
一
節
で
あ
る
。
過

去
を
追
う
な
、
末
来
を
願
う
な
、
現
在
の
こ
と
が
ら

を
、
あ
る
が
ま
ま
の
実
相
に
お
い
て
観
察
し
、
動
ず

る
こ
と
な
く
、
よ
く
見
き
わ
め
て
実
践
せ
よ
、
ゲ
ー

テ
は
そ
う
語
り
か
け
て
い
る
0
 
(
大
学
工
学
部
教
授
)
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